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①
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
が
１
月
に
改
訂
さ
れ
、
全
戸
・
全
事

業
所
に
配
布
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
訓
練
な
ど
で
の
活
用

機
会
も
乏
し
く
、
市
民
へ
の
周
知
が
十
分
で
な
い
。
活
用
方

法
も
含
め
て
、
よ
り
一
層
周
知
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

②
防
災
公
園
は
、
災
害
時
に
避
難
所
や
防
災
拠
点
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
す
。
有
事
の
際
に
役
立
つ
よ
う
、
除
草
や

ト
イ
レ
清
掃
な
ど
日
常
的
な
維
持
管
理
を
要
望
す
る
。

③
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
要
配
慮
者
の
災
害
に
対
す
る
不

安
は
大
き
く
、
災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
へ
の
支

援
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
要
配
慮
者
が
い
ざ
と
い
う

と
き
に
安
心
で
き
る
個
別
避
難
計
画
は
、
福
祉
専
門

職
に
も
協
力
を
求
め
、
地
域
住
民
と
共
に
作
成
に
着

手
し
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

①
行
政
事
務
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、
他
市
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
お
い
て
、
試
行
的

に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
て
い

る
事
例
が
あ
る
。
今
後
、
本
市
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
拡
大
の
際
に
は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
も
含
め
、市
民
に
と
っ

て
使
い
や
す
い
申
請
シ
ス
テ
ム
導
入
の
検
討
を
要
望
す
る
。

②
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
計
画
に
関
し
、
次

の
３
点
を
要
望
す
る
。
⑴
校
区
懇
談
会
は
、
市
の
考
え
を
市

の
責
任
で
示
し
た
上
で
意
見
の
集
約
を
図
る
こ
と
、

⑵
校
舎
や
設
備
な
ど
の
改
修
・
更
新
は
、
計
画
の

進
し
ん
ち
ょ
く

捗
に
関
係
な
く
行
う
こ
と
、
⑶
通
学
区
は
、
児
童
・

生
徒
数
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
調
整
区
域
の
設

定
を
検
討
す
る
こ
と
。

【
問
】
地
球
温
暖
化
防
止
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
す
石

油
や
石
炭
な
ど
の
使
用
量
を
削
減
し
、
太
陽
光
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
必
要
で
あ
る
な
か
、
本
市
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
は
世
界
に
比
べ
極
め
て
低
い
。
地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
か
。

【
答
】
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
に
つ
い
て
は
、
国
が
目
標

を
よ
り
高
く
見
直
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
も
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
取
り
組
み
と
し
て
、
事
業
者
向
け
に

省
エ
ネ
や
再
エ
ネ
に
対
す
る
国
・
府
の
支
援
策
の
広

報
活
動
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
に
注
力
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
再
エ
ネ
導
入
促
進
事
業
と
し
て
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
補
助
や
公
共
施

設
へ
の
再
エ
ネ
導
入
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
庁
舎
は
津
波
と
活
断
層

か
ら
離
れ
た
場
所
に
、
市
民

の
声
を
聞
い
て
建
設
す
べ
き
。

平
成
25
年
に
府
が
示
し
た

津
波
浸
水
想
定
の
計
算
結
果

に
は
疑
問
が
あ
り
、
詳
し
い

計
算
を
求
め
る
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
活
断
層
近
く

の
建
物
が
衝
撃
的
な

鉛
直
地
震
波
動
が
主

因
で
崩
壊
。
新
庁
舎

は
津
波
と
活
断
層
を

避
け
て
建
て
よ
う
。

　

１
人
１
台
の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
備
で
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
学
び
を
止
め
な
い
体
制
は
一
定
整
っ
た
。
社
会
生

活
が
変
容
す
る
な
か
、
今
後
は
先
端
技
術
の
活
用
が
必
須
と

言
え
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
教
育
は
そ
の
基
礎
と
な
る
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
な
ど
、
社

会
の
変
革
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
高
度
な
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
持
つ
人
材
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
、
子
ど
も
自
身
の
資
質
を
磨
く
道

具
で
あ
り
、
将
来
を
切
り
開
く
武
器
と
な
る
。
児

童
・
生
徒
が
時
代
に
つ
い
て
い
け
る
よ
う
、
本
市
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
要
望
す
る
。

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

未
来
に
む
け
て
の
教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
重
要
性

未
来
に
む
け
て
の
教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
重
要
性
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ン
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置

行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
学
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適
正
規
模
・
適
正
配
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地
球
温
暖
化
防
止
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を

地
球
温
暖
化
防
止
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を

津
波
と
活
断
層
と
新
庁
舎
に
つ
い
て

津
波
と
活
断
層
と
新
庁
舎
に
つ
い
て
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イ
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ボ
ッ
ク
ス
設
置
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カ
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ボ
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置
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大
阪
版
地
方
分
権
推
進
制
度
に
よ
り
、
平
成
14
年
度
以
降

46
事
務
の
権
限
が
府
か
ら
市
へ
移
譲
さ
れ
た
。
権
限
移
譲
に

よ
り
、
本
市
に
お
い
て
は
職
員
の
増
員
や
専
門
職
の
配
置
が

行
わ
れ
、
各
種
法
律
に
基
づ
く
定
期
の
立
ち
入
り
検
査
や
苦

情
な
ど
に
よ
る
定
期
以
外
の
立
ち
入
り
検
査
な
ど
本
市
が
責

任
を
も
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
増
大
す
る
事
務
負

担
に
対
し
、
府
か
ら
一
部
財
政
支
援
は
あ
る
も
の
の
、
本
市

の
財
政
負
担
は
増
加
し
て
い
る
。

　

一
方
、
市
民
に
と
っ
て
は
、
窓
口
が
身
近
に
な
り
、

利
便
性
が
向
上
し
て
い
る
。
今
後
は
、
増
加
し
続
け

る
事
務
に
対
応
す
べ
く
、
事
務
処
理
の
デ
ジ
タ
ル
化

や
自
動
化
の
推
進
に
よ
り
、
事
務
の
効
率
化
を
図
る

よ
う
要
望
す
る
。

権
限
移
譲
事
務
に
つ
い
て

権
限
移
譲
事
務
に
つ
い
て

　

本
市
の
公
共
施
設
の
多
く
は
、
耐
用
年
数
が
近
づ
い
て
お

り
、今
後
こ
れ
ら
の
施
設
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
が
、

財
政
運
営
上
重
要
な
問
題
と
考
え
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
、

市
は
平
成
28
年
２
月
に
公
共
施
設
最
適
化
計
画
を
策
定
し
、

令
和
７
年
度
ま
で
に
３
％
、
令
和
17
年
度
ま
で
に
30
％
の
公

共
施
設
床
面
積
削
減
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
現
在
ま

で
、
床
面
積
の
１
・
５
％
削
減
を
達
成
し
、
削
減
効
果
は
人

件
費
と
施
設
管
理
費
を
合
わ
せ
年
間
４
４
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
目
標
年
度
が
迫
っ
て
い
る
中
、
削
減
方

針
が
定
ま
っ
て
い
な
い
施
設
が
あ
り
、
思
う
よ
う
に

計
画
が
進
ん
で
い
な
い
。
目
標
年
度
ま
で
の
期
間
を

考
え
、
逆
算
し
て
計
画
を
進
め
、
公
共
施
設
の
最
適

化
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

公
共
施
設
の
最
適
化
は
行
財
政
運
営
の
要

公
共
施
設
の
最
適
化
は
行
財
政
運
営
の
要
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そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
障
害
者
福
祉
都
市
宣
言
の
岸
和
田

○
障
害
者
福
祉
都
市
宣
言
の
岸
和
田

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
向
け
、
効
率
的
な
行
政
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
欠

か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で
あ
る
。さ
ら
な
る
普
及
促
進
に
あ
た
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、
幅
広
い
年
齢
層
に
対
す
る
周
知
徹

底
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
は
、
手

続
き
が
複
雑
で
困
難
に
感
じ
る
人
が
い
る
た
め
、
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
や
商
業
施
設
へ
の
出
張
申
請
な
ど
、

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
申
請
機
会
の
提
供
を
要
望
す
る
。

②
男
性
用
ト
イ
レ
に
は
、
使
用
済
み
の
オ
ム
ツ
や
尿

漏
れ
パ
ッ
ド
を
廃
棄
す
る
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
が
、

自
ら
の
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
公
共
施
設
へ
の
積
極
的
な
設
置
を
要
望
す
る
。

　

本
市
の
図
書
館
本
館
は
、
昭
和
50
年
の
竣
工
か
ら
半
世
紀

近
く
が
経
過
し
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

市
は
今
年
を
新
図
書
館
建
設
に
向
け
た
キ
ッ
ク
オ
フ
の
年

と
位
置
付
け
、
図
書
館
基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
し
て
い
る

が
、
計
画
策
定
に
お
い
て
は
、
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で

市
民
の
声
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
た
う
え
で
、
気
軽
に
立
ち

寄
れ
、
誰
も
が
行
っ
て
み
た
い
と
思
え
る
機
能
を
備
え
た
図

書
館
を
目
指
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

本
市
の
読
書
好
き
な
小
・
中
学
生
の
割
合
は
、
全

国
及
び
府
の
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。
図
書
館
司
書

の
専
門
性
を
生
か
し
て
学
校
図
書
館
と
強
力
に
連
携

す
る
こ
と
で
、
読
書
好
き
な
児
童
・
生
徒
が
増
え
る

よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

図
書
館
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

図
書
館
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

((公明党公明党 ))
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そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問  

○
森
林
の
保
全
と
管
理

○
森
林
の
保
全
と
管
理

市政に関する市政に関する 一 般 質 問一 般 質 問
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